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子ども陶芸教室
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夏休みの思い出にみんな一生懸命につくりました

粘土で形をつくり、 2週問ほど乾かしてから、きれいに色を

塗りました。そして、釜で焼いて見事に完成しました

僕の・私の宝物だ!!
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※この事業は、「財団法人地域社会振興財団」からの交付を受けて、

「長寿社会づくりソフト事業」として開催いたします。

今月は・ー

悶回圃囲で

あなたのお店を開いてみませんか?

フリーマーケット出店者を募集します

時:11月15日(士)、16日(田慶日

午前10時~午後4時

※2日とも出店を原則とします。

■場所:入郷駐車場(旧営林署跡地)

■参加資格:満20歳以上の個人・グループ

■募集区画:40区画程度【1区画3mX 3m】

※先着順とし、予定区画数に達し次第、

受付を締め切りといたします。)

■出店料:1区画1,000円/胴

九度山町の教育④

■申込方法:役場産業振興課に備え付けの 昨年のフリーマーケット

「出店申込書兼誓約書」に、必要事項を記入の上、お申し込みください。
■申込期限:9月30日(火)

■申込み・問い合わせ:「大収穫祭IN九度山」実行委員会事務局

(産業振興課内丑54-2019)

生き生きとした社会りくりで元気な子ども育ち!

(子どもの安心・安全のために、がんぱります)

〔3〕

(

近年、教育をめぐり、たくさんの議論や提言がなされています。そ

の中で指摘されることは、人と人のふれ合いを通した、心の交流が苦

手な子どもが増えたり、地域と学校が共に子どもを育てる体制ができ

ていない、そして地域の子育て支援力が細ってきていることが原因で

はないかということです。

町教育委員会では、まち全体で教育を支える2つの事業を推進して

いきます。

C
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地域教育力再生への

取り組み

(学校支援地域本部事業)

〔九度山共育コミュニティ〕
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放課後子どもブランの

進推

紡女課後子ども教室推進事業)
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河根土曜教室の様子
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●
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業

近
年
、
日
本
の
社
会
全
体
と
し
て
、

個
人
主
義
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
地

域
の
な
か
の
つ
な
が
り
が
希
灘
と
な
0

て
い
ま
す
。
青
少
年
を
め
ぐ
り
様
々
な

闇
題
が
発
生
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、

「
地
域
の
教
育
力
の
低
下
」
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
教

育
活
動
以
外
の
業
務
の
増
加
が
教
員
の

負
担
と
な
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
員
が
子
ど
も
一
人
一
人
に
対
し
て
、

き
め
細
か
な
指
導
を
す
る
時
闇
の
確
保

が
必
要
と
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
町
に
お

い
て
も
実
行
委
員
会
を
設
け
、
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
L
、
地
城
全
体
で

学
佼
教
育
を
支
援
す
る
た
め
、
学
校
と

地
域
と
の
連
携
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
学
校
支
援
活
動
(
例

え
ば
、
季
習
を
支
援
す
る
活
動
』

、

『
校
舎
等
の
環
境
整
備
』
、
『
登
下
校

の
安
全
確
保
』
な
ど
)
を
通
じ
て
、
地

域
住
民
に
ょ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
支
援
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く

計
画
で
す
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
 
8
月
玲
臼

に
九
度
山
町
「
吐
公
月
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
「
ま
ち

の
臨
」
で
紹
介
し
ま
す
。

●
放
課
後
子
ど
も
教
室

推
進
事
業

「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
と
は
、

地
域
社
会
の
な
か
で
、
放
課
後
や
週
末

等
に
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健
や
か

に
育
ま
れ
る
よ
う
に
、
文
部
科
学
省
の

「
放
需
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
と

厚
生
労
働
省
の
「
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
」
を
連
携
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
で
は
、

現
在
逓
末
の
土
曜
日
に
河
根
地
域
に
お小

い
て
、
児
童
館
な
ど
を
利
用
し
て
、

学
生
を
対
象
に
宿
題
や
英
語
学
習
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

で
は
、
現
在
、
福
祉
課
が
担
当
と
な
り
、

九
度
山
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し

て
、
学
童
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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函圖φ圖岡
■アトキンズさんようこそ九度山町に!

英語指導助手(ALT)として9月1日から町内の各中学校、小学校、幼稚園で英語を教えます。

ごあいさつを紹介します。

'謡丁4'9、菰y三之"1^§^1^越武^

げ^晒輪、器

i'閏E.ナコ1、゛'

掌1邑畉.ハ'力昌ぜ

蓼¥

亀

゛詩

九度山町のみなさんへ

九度山町のみなさん、はじめまして。

私の名前はT即UT 即獣即 ATOKINS(トラウトエドワード

アトキンズ)です。アトキンズとよんでください。九度山町で歓迎

してくれたことをとてもうれしく思っています。

私はアメリカのミシシッビー州ニューアノレバニー市から来まし

た。夏,は日本と同じくらいの暑さです。日本での生活に潰れるまで

時間がかかると思いますが、よろしくお願いします。町で見かけた

ら声をかけてください。

私は日本の学校で英語を教えることを楽しみにしています。み

なさんの英会話の力をのぱすために最善をつくしたいと思います。
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ミに・1、ttに,森づくりを体験レてみませんか・■森林づくりの輪をひろげよう 1

'、

《

A

世界遺産高野への参詣道「高野山町石道」にある町有林を整備するボランティ

アを募集します。インストラクターやプロの林業家が指導するので、初めての方

でも安心です。

高野山町石道の森づくりボランティア募集

■実施予定日:平成20年10月19日細)、11月23日(日)、12月7日(田

平成21年1月18日(勵、 2月15日(田、 3月15日(田

【第2回大収穫祭IN九度山での森林教室】

平成20年Ⅱ月15日(士)、16日(田

皿場所:高野山町石道

■対象:一般成人

■募集人数:20名程度

■申込期日:実施予定日の前々日までに

冒申込方法:住所、氏名、年齢、性別、連絡先を明記して、申込先までFAX、

もしくはE一始i]でお申し込み下さい。要綱を郵送します。

■問合せ・申込先

九度山の森づくり町づくり実行委員会事務局

(役場産業振興課内 654-2019/FAX54-2022

E 一俳ail: sanshin@town. kudoyama. wakayama. jp)

※「平成20年度紀の国森づくり基金活用事業」で実施します

^秀ξZ灸砂j留ご・)4

■郷土をきれいにし、親子の交流を深める
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困圖阿圖鬮

大人も子どもも一生懸命になって河原を
きれいにしていました

゛

~親と子の丹生川清掃奉仕~

ξ4K(4甑く(ξ(<《((ξ(《(((《くξ喪甑く誕K《K(民^ξξ億ξ(<^(((<^く忽ξ《輩^(^(《ξ^民^((<((K

~^の学キ交~

8月2日、丹生川河口河川敷において、町育友会連絡

協議会主催の「親と子の丹生川清掃奉仕」が実施されま

した。

小・中学生やその保護者らを含め約150人が参加し、

汗びっしょりになりながら、河原に落ちたゴミや空き

カンなどを拾い、約1時問で河原はとてもきれいにな

りました。

8月9日から13日までの 5日問、久保・北又地

区において、 NP0法人日本森林ボランティア協

会主催による、森の学校(九度山の森再生ワーク

ショップ)が行われました。参加者は期間中、久

保地区の民家に泊まり、森林の現状を見ながら、

間伐体験、炭焼きなどをとおして、森づくりを体

験しました。

森林ボランティアとは、林業従事者では手入れ

が困難な森林の保護や育成を、貞主的にしている

民間団体のことです。また森林ボランティアは、

その活動を広く一般に知らせて、森林づくりの輪

をひろげていく役割を担っています。

今回は全員、県外から参加していました。中学

生が3瑠、高校生が1畠、大学生が 1名の計5名

でした。

取材に行った時は、ちょうど久保小学校の近く

にある山林で、間伐体験をしていました。インス

トラクターの指導を受け、悪戦苦闘しながら杉の

木を切っていました。

間伐した木は、炭をつくる材料として有効に使

います。

工

i

のこぎりの使い方を教えてもらいな

がら、閻伐体験をしました
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圍固φ圖餌
■柿の里ぐるみで育てる『くどやまつ子』

九度山町「共育フォーラム」が開かれる

8月19日、九度山町中央公民館において、九度山町「共育フォーラム」が開催されきした。

会場には約60名が訪れ、講師やパネリストの話を熱心に聴き入ってい歌した。

今回のフォーラムは、新しい施策である「訓交支援1也域本部事業(九度山共育コミュニティ)」

の一環として開かれ、子どもたちの問題を中心に、「学校」「家庭」「地域」の願い

思い・悩みなどを、ぞれぞれの立場からみんなで考え、その解決に向けて話し合いました。

疑訣

講演の後、町内の教育関係者、育友会、地域住民代,,

表ら5名がパネリストとなって、パネルディスカッ

ションが行われました。

テーマは「地域ぐるみで子どもと学校を育てるた

めに」で、パネリストがそれぞれの立場から、旺也域で

子どもを育てることの問題点など」、「地域から学校

に、また学校から地域に望むこと」、「九度山で共育訂

ミュニティをどう進めるか」について、多くの貴重な

ご意見を出していただきました。また、出席者からも

貴重なご意見がありました。

前半は、和歌山大学生涯学習教育研究

センター長・教授の堀内秀雄氏により、「子

どもも大人も共に育ち育て合う」と

いう題艮で、約妬分問、講演をしていただ

きました。宇瓢◆ U

゛紗"ー

0/t"'1^、

(註)◎コミニニティ=学校・家庭・地域が課題や願いを共有し、共に学び、共に解決するための地域社会
◎共育=共に育つ、共に育てる(手Π歌山県独自の名称)

豊伝統行事を受け継ぐ

~傘鉾と椎出鬼の綴が奉納される~

8月16日、午後2時ごろから古沢厳島神社で「傘鉾」が、午後5時ごろから椎出厳島神杜で

「椎出鬼の綴」が奉納されました。

「傘鉾」は、3本の大きな傘「椎出鬼の舞」は、鬼が棒を持って、

鉾を先頭に、総勢約30名がお笛や太鼓にあわせて勇壮に舞う行事

渡りをする行事です。で、五穀豊穣、悪疫払い、雨乞いなどを

祈願するものです。県の無形民俗文化 雨乞いと五穀豊穣を祈り

ます。財に指定されています。

〔フ〕

パネリストからは、地域の現状とこれからの

課題・解決の方法などについて、貴重なご意

見をいただきました
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姉妹都市交流事業

~信州上田城けやき並木紅葉まつりと

平山郁夫シルクロード美術館への旅~

゛

拶

ネ呈H月7日(金)~9日(田豊日

鳳旅行代金:1人あたり30,000円

盟申込締切●月12羽(金)【先着40名限定!】

匿申込方法オ受場企画公室に備え付けの申込書

によりお申込みをお願いします。

■問合せ先:企画公室、(財)柿の里振興公社

(各54-2019)
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「真田幸本す・大坂冬の陣出立in九度山」
~真田の隠れ里を歩く~

九度山町ゆかりの真田幸村にちなみ、戦国時代スタイルに扮した

参加者が、素ちなかを自由に練り歩きます。

九度山町が真田幸村ゆかりの地であることをPRすると同時に、

世界遺産高野地域においてのパーク&ライドの推奨により、公共交

通機関の利用・環境保全の取り組みをPRします。

■開催日:10村 5日(勵

胴時ル1午前10時~午後3時
'.、゛ ■場所:<受付会場>入郷町営駐車場

<イベント会場>九度山町商店街周辺

■問合せ:九度山町まちなか活性化協議会事務局
・,、,/゛14,,゛.'

(役場企画公室内 a54-201の

まちなかクイズラリーを同時開催します。(当日一般の方も参加できます)

〔釘

※お願い
開催当日は、戦国衣装(和装・戦国アニメキャラクター等)に扮した

イベント参加者が、まちなかを練り歩きますことをご了承ください。

町
は
8
月
幻
日
、
橋
本
市
に
対
し
て
合
併
協
議

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

こ
の
背
景
に
は
、
本
年
4
月
、
和
歌
山
県
が
当

仞
合
併
の
枠
組
み
と
し
て
示
し
て
い
た
、
橋
本
市

と
伊
都
郡
3
町
に
ょ
る
合
併
が
見
送
り
と
な
り

今
後
の
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
中
で
、
単
独
町
と

し
て
進
む
べ
き
か
、
ま
た
、
近
隣
市
町
と
合
併
す

る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た

町
は
終
始
一
貫
し
て
合
併
推
進
の
立
場
で
あ

り
、
国
が
平
成
器
年
3
月
末
ま
で
の
合
併
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
・
地
方
分
権
の
推
進
・
福
祉
や
教
育
、
地
帳

興
な
ど
行
政
課
顎
が
多
様
化
・
高
度
化
す
る
な
か

本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、
町
議
会
と
音

見
を
一
つ
に
し
て
、
生
活
鬮
を
同
じ
く
す
る
橋
本

市
を
相
手
先
と
決
め
た
次
第
で
す

今
回
の
申
し
入
れ
は
あ
く
ま
で
、
△
奨
併
に
関
す

る
諸
問
題
を
検
討
す
る
協
議
の
場
を
設
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
△
口
併
す
る
と
決
ま

つ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

今
後
、
本
町
と
橋
本
市
が
合
併
協
議
を
行
う
場

合
に
は
、
そ
の
内
容
を
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

し
、
そ
の
う
え
で
合
併
に
つ
い
て
の
最
終
判
断
を

打
う
つ
も
り
で
す

ど
ぅ
か
、
こ
の
度
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、
ご

理
解
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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